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治験参加者目線に立った治験安否確認メール

の見直し、実行性についての検討
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災害時の安否確認について

『臨床研究・治験における

大規模災害時の対応指針』

平成25年度厚生労働科学研究費補助金（医療技術実用化総合研究事業）臨床研究・治験における大規模災害時

の対応指針の作成に関する研究班

被災した被験者との連絡や安否確認、被災状況確

認は大規模災害のもっとも重要な業務である
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安否確認のための伝達方法の要件

コストがかからない

誰もが簡便にできる

担当CRCが不在、被災した場合、

他のCRCも対応できる

災害時に連絡可能な方法

誰か、カルテ番号、試験名、被験者番号が明確である
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発災時の患者さんの想定「何を持っている？」
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発災時、
何を持っているか

可能な伝達方法 利点 欠点 考察（防災対応として何が必要？） 最近の状況

携帯電話

電話
留守番電話に伝言
災害伝言ダイアル
使用

つながりにくい
消費電力多い
充電少ない→使用不可
録音数に制限あり
声が聞きづらい

モバイルバッテリーの携帯推奨
避難場所の電源より充電

情報が混乱しやすい
→伝達情報のセリフの統一

・Web版災害伝言ダイアル

・優先電話
（防災関係機関のみ）
↓
個人契約の電話契約サービスなし

メール

つながる
消費電力少ない
文字データ残る
確認しやすい

メールができない方もい
る
充電少ない→使用不可

メールができない方について
電話対応や家族のサポート必要

統一した対応が必要
↓

災害用メールアカウント作成
返信用メールテンプレートが必要

メールが主流
電話対応は少なくなる

財布 公衆電話
携帯電話より
つながりやすい

硬貨がいっぱいだと使用
できない

公衆電話使用
テレホンカードの携帯推奨

手元に連絡先があったほうが良い
災害用名刺作成

公衆電話の減少

何も持って
いない

家族の
携帯電話

避難所の電話

留守番電話に伝言
災害伝言ダイアル
使用

連絡先がわからない
つながりにくい
使用可能か不確定

連絡先がわかる方法必要

端末が使える状況であれば
ホームページに連絡先を掲載しアクセ
ス

上記「電話」参照

避難所の
FAX

当部署にFAX送付
文字で情報が残る

誤送信の可能性
FAXは情報が文字で残る
↓

後で管理しやすい
FAX需要の減少



当院での安否確認メールの変遷

誰でもアクセスできるメールアドレスって？
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２０１2年

災害用Gmail

２０１5年

院内メール
災害メールアカウント作成

２０２０年

院内メール 刷新
災害メールアカウント作成

個人情報の漏
洩が心配

発災時、スタッフ
が院内にいないと
使用できない！！

発災時、
院外からでも
確認できる！同意書があっ

たほうがいい
のでは？



災害用安否確認メール運用の見直し

2011年の東日本大震災から年月が経ち…

安否確認メールの運用は実際使えるのか？

患者さん目線にあっているのか？

１）災害メールの運用方法の見直し

２）緊急連絡先名刺の見直し

３）「臨床研究・治験における大規模災害の対応指針」と照合し、

共通メールテンプレート内容の検討
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同意書の改訂
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QRコード追加

覚えやすい呼称

普段からの備え
薬の予備、診察券番号、
保険証などの情報保管

災害規模の明記

旧 現在



名刺
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メールができない、研究管理部の留守番電話が使えない場合は

安否確認で最低限必要な情報は
①診察券の番号
②氏名（フルネーム）
③健康状態

スタッフからの返信は数日後になる可能性があります。
安全な場所に避難していてください。

研究管理部 FAX 03-3545-5939
へご連絡ください。電気が復旧したら使用できます。

避難所にもFAX機能電話があると思います。

旧
現在

QRコード追記



安否確認メールテンプレート文作成（旧）
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旧
1通目メール ２通目メール
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安否確認メールテンプレート文（現在）フォルダ整理

メールは1通にまとめ、
回答する文章を上部に移動

携帯電話の画面
テンプレートメールを受信した時
携帯画面で見やすくなるように

レイアウトを工夫した

メールフォルダの整理

他のCRCでも
対応できるように
共通の整理番号を

メール文内に明記する

現在

「臨床研究・治験における大規模災害の対応指針」
において：

治験薬管理、状況を報告・対応を協議する

↓
共通メールテンプレート文に

治験薬の情報を記載する質問を追加

試験終了後 削除



安否確認の全体像

災害時安否確認メールの運用
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発災時（イメージ）

同意書に署名し治験安否
確認メールにメール送信

担当ＣＲＣ
患者さん

受信したメールに
共通テンプレートメール文

を送信し保管依頼

受信したメールをメール内
のフォルダに整理

受信した
共通テンプレート
メール文を保管

担当ＣＲＣ

他のＣＲＣもし
くは事務

患者さん

安否確認
メール

メールの内容を一覧表に
情報を整理していく

在宅ワーク

次回Visit,治験薬の管理
などの対応策連絡

院外でもメールの内容を閲覧
できる

保管しているメール
に情報を入力し送信

患者さんの安否は？
治験薬、併用薬は？
施設の被災状況は？
資材の使用可否？

対応策
を協議

対応策 決定

最新の治験参加者一覧表を
印刷し保管（毎月）

治験整理番号

治験参加者データベース
モニター、依頼者

Dr



災害時の人の心情

心のパニック

災害発生のような緊急時には、人は複雑なことはでき

なくなります

災害発生時には、できるだけ単純な行動で対処できる

ように、普段から準備をしなくてはなりません

東日本大震災の災害心理学／パニックの心理/新潟青陵大学・碓井真史（うすいまふみ）

http://www.n-seiryo.ac.jp/~usui/saigai/2011sanrikuoki_eq/panic.html 2023/7/25閲覧 12
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まとめ

メールを利用した安否確認は、

以下の点で情報が安否確認に有用である

・情報がデータとして残る（慌てる必要はない）

・確認する側が、どこにいても閲覧が可能である

・確認する情報が同一であり、情報が錯綜しない

災害時は、簡便な防災対策が必要である

運用の見直しは、効率化やスタッフの防災につい

て意欲の変化につながった
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今後の課題

患者さんや依頼者を含めた避難訓練の検討

災害時の安否確認メールの送信基準の共有化の検討

確実な安否確認の体制づくり

ＢＣＰ（事業継続計画）の整備が必要
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